
18

第1日目	プログラム　9月30日（金）　第1会場（1F	大ホール）

シンポジウム1　「COVID-19状況下における精神科救急医療体制と基幹病院の機能」
9：30～11：30

座長：伊豫　雅臣（千葉大学大学院医学研究院　精神医学）
　　　兼行　浩史（山口県立こころの医療センター）

SY1-1 精神科救急医療再考 −コロナ禍が明らかにしたもの− …………………………………………… 48
大澤　達哉（東京都立松沢病院）

SY1-2 COVID-19状況下における精神科救急医療体制と基幹病院の機能：岡山県 …………………… 49
来住　由樹（岡山県精神科医療センター）

SY1-3 石川県における体制と金沢大学附属病院の機能 …………………………………………………… 50
内藤　暢茂（金沢大学医薬保健研究域医学系　精神行動科学）

SY1-4 埼玉県と埼玉医科大学病院におけるコロナ禍での精神科救急医療体制の変化 ………………… 51
松岡　孝裕（埼玉医科大学病院　神経精神科・心療内科）

ランチョンセミナー1
11：40～12：40

建築を通じた組織文化の変革 ………………………………………………………………………………… 102
座長：須藤　康彦（医療法人須藤会土佐病院）
演者：井上　秀之（医療法人むつみホスピタル）
共催：オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

特別講演
13：35～14：25

精神科救急の過去・現在・未来 ～学会発足30年の節目に～
座長：松尾　幸治（埼玉医科大学医学部　精神医学）
演者：杉山　直也（日本精神科救急学会　理事長／公益財団法人復康会　沼津中央病院）

先達に聞く
14：30～15：30

埼玉県の精神科救急医療システムに込められた思い
座長：松尾　幸治（埼玉医科大学医学部　精神医学）
演者：山内　俊雄（埼玉医科大学）
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シンポジウム4　「精神科救急における医療安全」
15：30～17：30

座長：渡邉　博幸（医療法人学而会木村病院）
　　　深見　悟郎（千葉県精神科医療センター）

SY4-1 北海道大学病院 精神科神経科病棟におけるDVT予防および治療への取り組みについて …… 66
成田　　尚（北海道大学病院　精神科神経科）

SY4-2 急速鎮静と呼吸抑制 …………………………………………………………………………………… 67
八田耕太郎（順天堂大学大学院医学研究科　精神・行動科学）

SY4-3 精神科救急における「見落とし」を防ぐために −スーパー救急算定大学病院精神科の役割− … 68
松岡　孝裕（埼玉医科大学病院　神経精神科・心療内科）

SY4-4 精神科医療訴訟の動向と対策−強制治療に関する最近の裁判例を踏まえて …………………… 69
木ノ元直樹（木ノ元総合法律事務所）　
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第1日目	プログラム　9月30日（金）　第2会場（1F	小ホール）

シンポジウム2　「日本精神科救急学会治療ガイドライン2022」
9：30～11：30

座長：藤田　　潔（医療法人静心会　桶狭間病院藤田こころケアセンター）
　　　平田　豊明（千葉県精神科医療センター）

SY2-1 精神科救急医療ガイドライン 2022年版 「総論」 …………………………………………………… 54
杉山　直也（公益財団法人復康会　沼津中央病院）

SY2-2 興奮・攻撃性への対応、行動制限最小化 …………………………………………………………… 55
佐藤　雅美（一般財団法人　精神医学研究所附属東京武蔵野病院　看護部）

SY2-3 薬物療法の改訂ポイント ……………………………………………………………………………… 56
八田耕太郎（順天堂大学大学院医学研究科　精神・行動科学）

SY2-4 物質関連障害 …………………………………………………………………………………………… 57
松本　俊彦（国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所　薬物依存研究部）

ランチョンセミナー2
11：40～12：40

行動制限中の統合失調症に対する非経口抗精神病薬治療の比較検討  
～ブロナンセリン経皮的吸収型製剤の救急急性期治療での使用について～ …………………………… 103
座長：佐久間　啓（社会医療法人あさかホスピタル）
演者：石塚　卓也（医療法人社団碧水会長谷川病院　精神科）
共催：住友ファーマ株式会社

教育セミナー1
15：30～16：30

精神科救急における脳波の有用性 …………………………………………………………………………… 42
座長：戸田　裕之（防衛医科大学校病院　精神科）
演者：渡邊さつき（埼玉医科大学病院　神経精神科・心療内科）

イブニングセミナー
16：40～17：40

長期を見据えた統合失調症治療 −初回通過効果を考慮した薬物療法− ………………………………… 110
座長：伊豫　雅臣（千葉大学大学院医学研究院　精神医学）
演者：高塩　　理（昭和大学病院附属東病院　精神神経科）
共催：Meiji Seika ファルマ株式会社
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第1日目	プログラム　9月30日（金）　第3会場（2F	ラウンジ）

シンポジウム3　「地域で安心して暮らせる精神保健福祉体制の実現に向けた精神科救急医療」
9：30～11：30

座長：藤井　千代（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所　地域精神保健・法制度研究部）
　　　長尾眞理子（地方独立行政法人埼玉県立病院機構埼玉県立精神医療センター）

SY3-1 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築について …………………………………… 60
岩上　洋一（社会福祉法人じりつ）

SY3-2 地域で安心して暮らせる精神保健医療福祉体制における精神科救急情報センターの取り組みを 
考える …………………………………………………………………………………………………… 61
河本　次生（埼玉県立精神保健福祉センター）

SY3-3 精神医療の中の精神科救急 …………………………………………………………………………… 62
黒木　規臣（地方独立行政法人埼玉県立病院機構埼玉県立精神医療センター）

SY3-4 当事者ともに考える「地域で安心して暮らせる精神保健福祉体制の実現に向けた精神科医療」 
について ………………………………………………………………………………………………… 63
小阪　和誠（一般社団法人日本メンタルヘルスピアサポート専門員研修機構　代表理事）

SY3-5 地域で安心して暮らすために −家族の立場から− ………………………………………………… 64
岡田久実子（全国精神保健福祉会連合会）

ランチョンセミナー3
11：40～12：40

長期的予後を見据えた統合失調症の薬物療法のあり方 …………………………………………………… 104
座長：八田耕太郎（順天堂大学附属練馬病院）
演者：兼行　浩史（山口県立こころの医療センター）
共催：大塚製薬株式会社　
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第1日目	プログラム　9月30日（金）　第5会場（7F	7A会議室）

公開PEECコース
12：00～16：30

第30回日本精神科救急学会学術総会 公開PEECコース（PEEC-JAEP30） ……………………………… 88
コースコーディネーター：橋本　　聡（国立病院機構熊本医療センター　精神科）
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第1日目	プログラム　9月30日（金）　ポスター会場1（B2F	第1展示室）

ポスターセッション1　「ライフステージと精神科救急」
17：50～18：50

座長：八田耕太郎（順天堂大学大学院医学研究科　精神・行動科学）

P1-1 警察官保護により当院を受診・入院となった70歳以上の高齢者症例について ………………… 116
宮軒　　将（医療法人実風会新生病院）

P1-2 精神科救急情報センターにおける未成年（18歳未満）被通報者への対応について ……………… 117
山崎　彰彦（埼玉県立精神保健福祉センター）

P1-3 子どもの精神科救急入院治療についての検討 ……………………………………………………… 118
下出　崇輝（札幌医科大学附属病院　神経精神科こどもメンタルクリニック／
　　　　　　札幌医科大学医学部　神経精神医学講座／医療法人しもでメンタルクリニック）

ポスターセッション2　「多職種連携」
17：50～18：50

座長：長尾眞理子（地方独立行政法人埼玉県立病院機構埼玉県立精神医療センター）

P2-1 大画面での情報共有 ～40インチモニターが病棟にやってきたぞ～ …………………………… 119
松本　陽介（桶狭間病院藤田こころケアセンター）

P2-2 スーパー救急病棟における多職種連携の現状と課題 ……………………………………………… 120
安藤　　樹（社会医療法人あさかホスピタル）

P2-3 精神科救急治療における多職種連携 ～新入院患者ミーティングの体験を通して～ …………… 121
大川　稚衣（コミュノテ風と虹　のぞえ総合心療病院）

P2-4 LAI導入における薬剤師介入効果の検討 ……………………………………………………………… 122
松村　俊希（埼玉医科大学病院）
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第1日目	プログラム　9月30日（金）　ポスター会場2（B2F	第2展示室）

ポスターセッション3　「非自発入院・行動制限」
17：50～18：50

座長：兼行　浩史（山口県立こころの医療センター）

P3-1 認知症患者の身体的拘束最小化と転倒による外傷予防への取り組み …………………………… 123
松永　春樹（医療法人実風会新生病院　精神科）

P3-2 精神科救急入院料病棟における身体的拘束ゼロ化の取り組み …………………………………… 124
梶浦　裕治（公益財団法人復康会沼津中央病院）

P3-3 精神科急性期病院での身体拘束に関する患者アンケート調査 …………………………………… 125
根岸　昌史（千葉県精神科医療センター）

P3-4 精神科救急入院料病棟における隔離・身体拘束の実態に関する予備的調査 …………………… 126
佐藤　雅美（一般社団法人日本精神科救急学会医療政策委員会）

P3-5 精神科救急病棟における隔離・身体的拘束・修正型電気痙攣療法の実施と退院時の 
患者満足度の関連 −心理的侵襲の強い治療的行為の影響評価− ………………………………… 127
高橋由美子（千葉県精神科医療センター）

座長：須藤　康彦（医療法人須藤会土佐病院）

P3-6 措置診察関連技法の教育ニードに関する調査研究 ………………………………………………… 128
椎名　明大（千葉大学社会精神保健教育研究センター）

P3-7 信頼関係を築けない精神科救急は暴力である ……………………………………………………… 129
成瀬　暢也（埼玉県立精神医療センター）

P3-8 当院における精神科救急医療の現状について ……………………………………………………… 130
飯田　健介（大宮厚生病院）

P3-9 精神科救急病棟における入院形態別患者の社会背景について …………………………………… 131
佐藤　裕一（昭和大学横浜市北部病院　総合サポートセンター）

P3-10 ゲーム症で母に包丁を向け医療保護入院となったの14歳の男子例 ……………………………… 132
原田　寛之（順天堂大学医学部　精神科／医療法人社団成仁病院）
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ポスターセッション4　「病態・診断・評価、薬物療法以外の治療（身体治療、精神療法含む）」
17：50～18：50

座長：馬場　　元（順天堂大学医学部附属順天堂越谷病院　メンタルクリニック）

P4-1 脳血流SPECT所見と高次脳機能障害に関連を認めなかった一酸化炭素中毒後遺症の2例 …… 133
佐藤　昂信（防衛医科大学　精神科学講座）

P4-2 配偶者からの虐待により致死的な低栄養状態に陥った成人男性に対して、社会的・心理的に 
対応した1例 …………………………………………………………………………………………… 134
福間　　文（防衛医科大学校病院　精神科）

P4-3 乳がん治療中に躁状態が出現した症例を通じて考える地域連携のあり方 ……………………… 135
根本　　康（さいたま市立病院　精神科）

P4-4 慢性期統合失調症患者の振動音響療法による鼓膜周囲温の変化は正常範囲内であった ……… 136
小池　好久（県立広島大学保健福祉学部　作業療法学科）

P4-5 治療抵抗性統合失調症に対する修正型電気けいれん療法の治療経験 …………………………… 137
鈴木枝里子（久喜すずのき病院　神経精神科／東京女子医科大学　神経精神科）

座長：伊豫　雅臣（千葉大学大学院医学研究院　精神医学）

P4-6 統合失調症者の心の理論への介入についてのナラティブレビュー ……………………………… 138
鈴木　美央（千葉大学大学院看護学研究院／国立国際医療研究センター国府台病院）

P4-7 身体疾患を伴う精神病性うつ病に対して、薬物療法に難渋し、修正型電気けいれん療法で 
寛解した1例 …………………………………………………………………………………………… 139
佐藤　順紀（久喜すずのき病院）

P4-8 双極性障害患者におけるスーパー救急病棟入院後の簡易型集団心理教育参加後のself-stigma 
の変化 …………………………………………………………………………………………………… 140
小松　　浩（東北大学病院　精神科／宮城県立精神医療センター）

P4-9 肺血栓塞栓症を合併し早期の精神症状改善に修正型電気痙攣療法が有用であった急速交代型 
双極性感情障害の1例 ………………………………………………………………………………… 141
清水　直樹（埼玉医科大学病院　神経精神科・心療内科）

P4-10 精神科救急入院料病棟でのグループ治療におけるピア活動に伴うリカバリー志向の変化に 
ついて …………………………………………………………………………………………………… 142
長谷川　花（沼津中央病院）



26

第1日目	プログラム　9月30日（金）　ポスター会場3（B2F	第3展示室）

ポスターセッション5　「薬物療法・ガイドライン」
17：50～18：50

座長：成田　　尚（北海道大学病院　精神科神経科）

P5-1 行動制限中の統合失調症に対する非経口抗精神病薬治療の比較検討 …………………………… 143
石塚　卓也（医療法人社団碧水会長谷川病院　精神科）

P5-2 精神科救急入院におけるBrexpiprazoleからAripiprazole持続性注射剤導入についての検討  
～退院早期の治療失敗を低減するために～ ………………………………………………………… 144
森川　文淑（医療法人社団圭泉会旭川圭泉病院）

P5-3 クロザピンを投与開始後、麻痺性イレウス及び高熱を認めた多飲水を伴う統合失調症の1例 … 145
吉野　達規（久喜すずのき病院　薬局／自治医科大学医学部　精神医学）

P5-4 行動異常に対して入院を必要とした行動障害型前頭側頭型認知症に対しての急性期治療に 
ついて …………………………………………………………………………………………………… 146
横山　尚人（埼玉医科大学病院　神経精神科・心療内科）

P5-5 統合失調症患者に対するゼプリオンTRI®使用例の検討 …………………………………………… 147
市場　悠路（大阪精神医療センター）

P5-6 自殺企図目的の腹部刺創に対する緊急開腹術の後、精神科急性期治療を行った統合失調症の 
2例 ……………………………………………………………………………………………………… 148
原田　　舟（埼玉医科大学病院　神経精神科・心療内科）

座長：戸田　裕之（防衛医科大学校病院　精神科）

P5-7 抗精神病薬ブレクスピプラゾールの治療継続率に関する検討 …………………………………… 149
山下　博栄（社会福祉法人シナプス埼玉精神神経センター）

P5-8 精神科救急病棟（スーパー救急病棟）における睡眠薬の使用実態 ………………………………… 150
伊藤　　有（昭和大学医学部　精神医学講座／医療法人山容会山容病院）

P5-9 統合失調症薬物治療における抗精神病薬単剤治療患者、多剤併用患者の比較 ………………… 151
薬師川陽一（昭和大学医学部　精神医学講座）

P5-10 持効性注射剤導入による統合失調症患者の入院リスク低減効果 ………………………………… 152
冨田理紗子（静和会浅井病院）

P5-11 視覚障がいのある初発統合失調症患者に対して、パリペリドンTRIを導入した一例 ………… 153
小堀　聡久（医療法人秀峰会北辰病院）

P5-12 スーパー救急病棟における統合失調症に対する薬物療法の現在と過去 ………………………… 154
徳増　卓宏（昭和大学横浜市北部病院　メンタルケアセンター）　
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第1日目	プログラム　9月30日（金）　ポスター会場3（B2F	第3展示室）

ポスターセッション6　「自殺関連」
17：50～18：50

座長：大塚耕太郎（岩手医科大学医学部　神経精神科学講座）

P6-1 自殺企図者の退院後の転帰について ………………………………………………………………… 155
三澤　　仁（さいたま赤十字病院　心療科）

P6-2 石川県におけるCOVID-19流行後の自殺者の疫学的変化 ………………………………………… 156
長谷部憲一（社会医療法人財団松原愛育会松原病院）

P6-3 石川県における新型コロナウイルス感染症流行後の自殺動機の変化 …………………………… 157
木﨑　裕哉（社会医療法人財団松原愛育会松原病院）

P6-4 グリホサートカリウム除草剤を自殺のために服用し、腎機能廃絶から回復後、 
あえて炭酸リチウムを使用し希死念慮が軽快した双極性うつ病の一例 ………………………… 158
坂田　幹樹（結のぞみ病院／岸和田徳洲会病院　救命救急センター）

P6-5 埼玉医科大学病院における精神科が介入した急性中毒患者1年間の統計 ……………………… 159
上村　　永（埼玉医科大学病院　神経精神科・心療内科）

P6-6 精神疾患別の自殺企図患者の急性期予後 …………………………………………………………… 160
土田　拓見（市立札幌病院　救命救急センター／北海道大学病院大学院医学院　救急医学教室）

P6-7 札幌医科大学附属病院高度救命救急センターに搬送された自殺企図事例の実態 ……………… 161
古俣　皓涼（札幌医科大学医学部　神経精神医学講座）
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第2日目	プログラム　10月1日（土）　第1会場（1F	大ホール）

大会長講演
10：00～11：00

気分障害と精神科救急 −衝動性とその病態−
座長：伊豫　雅臣（千葉大学大学院医学研究院　精神医学）
演者：松尾　幸治（埼玉医科大学医学部　精神医学）

教育セミナー2
11：00～12：00

精神科医に必要な医療倫理の知識 …………………………………………………………………………… 44
座長：馬場　　元（順天堂大学医学部附属順天堂越谷病院　メンタルクリニック）
演者：桑原　達郎（国家公務員共済組合連合会立川病院　精神神経科）

ランチョンセミナー4
12：10～13：10

うつ病における自殺念慮・自殺企図への対応 ……………………………………………………………… 105
座長：大塚耕太郎（岩手医科大学医学部　神経精神科学講座）
演者：衞藤　暢明（福岡大学医学部　精神医学教室）
共催：持田製薬株式会社／吉富薬品株式会社

教育セミナー3
14：30～15：30

精神科救急と臨床中毒学 ……………………………………………………………………………………… 46
座長：成瀬　暢也（埼玉県立精神医療センター　精神科）
演者：上條　吉人（埼玉医科大学医学部　臨床中毒学／埼玉医科大学病院　臨床中毒センター）
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第2日目	プログラム　10月1日（土）　第2会場（1F	小ホール）

スポンサードセミナー1
11：00～12：00

トリンテリックスどうなのか？ ……………………………………………………………………………… 112
座長：来住　由樹（岡山県精神科医療センター　精神科）
演者：藤田　　潔（医療法人静心会桶狭間病院　藤田こころケアセンター）
共催：武田薬品工業株式会社／ルンドベック・ジャパン株式会社

ランチョンセミナー5
12：10～13：10

Lurasidoneのエビデンスと精神科救急入院料病棟（スーパー救急病棟）における使用実態調査の 
結果から検討する急性期統合失調症治療 …………………………………………………………………… 106
座長：澤　　　滋（社会医療法人北斗会さわ病院）
演者：福島　　端（医療法人誠心会あさひの丘病院）
共催：住友ファーマ株式会社

緊急討論会　「2022年の診療報酬改定が精神救急医療にいかに影響したか」
14：30～16：30

　　座長：藤田　　潔（医療法人静心会桶狭間病院　藤田こころケアセンター）
指定発言：来住　由樹（地方独立行政法人岡山県精神科医療センター）

1 複数救急病棟を抱える精神科病院に対する令和4年度診療報酬改定の影響について ………… 84
鈴木　健夫（久喜すずのき病院）

2 令和4年度診療報酬改定の精神科救急病棟を複数運営している当院への影響について ……… 85
佐藤　悟朗（医療法人社団更生会草津病院）

3 2022年度（令和4年度）診療報酬改定 ～内容の分析と当院への影響の評価～ ………………… 86
浅井　禎之（医療法人静和会浅井病院）

教育研修コース　「システムとしての精神科救急･急性期病棟の精神科病院における役割と機能」
16：40～18：10

座長：堀川　公平（医療法人コミュノテ風と虹　のぞえ総合心療病院）
　　　川畑　俊貴（医療法人稲門会いわくら病院）

1 大規模精神科病院における精神科救急・急性期病棟の役割と課題を考える …………………… 91
佐久間　啓（社会医療法人あさかホスピタル）

2 精神科救急・急性期病棟しか持たない病院におけるその役割と機能について考える ………… 92
吉島　秀和（医療法人コミュノテ風と虹　のぞえ総合心療病院）　
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第2日目	プログラム　10月1日（土）　第3会場（2F	ラウンジ）

スポンサードセミナー2
11：00～12：00

精神科救急で遭遇するてんかん −その鑑別診断と治療− ………………………………………………… 113
座長：杉山　直也（日本精神科救急学会　理事長／公益財団法人復康会　沼津中央病院）
演者：渡邊さつき（埼玉医科大学　精神医学講座）
共催：ユーシービージャパン株式会社

ランチョンセミナー6
12：10～13：10

試練多き救急急性期病棟における統合失調症入院患者の薬物療法と「力動的チーム医療」  
−低用量化、単剤化、LAI、そして単剤療法へ− …………………………………………………………… 107
座長：来住　由樹（岡山県精神科医療センター）
演者：堀川　公平（医療法人コミュノテ風と虹　のぞえ総合心療病院）
共催：ヤンセンファーマ株式会社

シンポジウム5　「児童精神科領域の精神科救急状態」
14：30～16：30

座長：田中　　哲（子どもと家族のメンタルクリニックやまねこ）
　　　小坂　浩隆（福井大学医学部附属病院　神経科精神科）

SY5-1 児童期発症の精神障害によって生じる「精神科救急状態」の特徴 ………………………………… 72
桑原　　斉（埼玉医科大学病院　神経精神科・心療内科）

SY5-2 救命救急センターに搬送となった児童と青年の自殺企図症例 …………………………………… 73
三上　克央（東海大学医学部医学科総合診療学系　精神科学）

SY5-3 他者への不利益行動：司法精神医学的観点からの考察 …………………………………………… 74
安藤久美子（聖マリアンナ医科大学　神経精神科学教室）

SY5-4 子どもにとって安心・安全な環境とは？ …………………………………………………………… 75
菊地　祐子（神奈川県立精神医療センター）

医療政策委員会プロジェクト（受診前相談研修）
16：40～18：10

演者：西村　由紀（特定非営利活動法人メンタルケア協議会）
　　　塚本　哲司（地方独立行政法人埼玉県立病院機構埼玉県立精神医療センター）
　　　 …………………………………………………………………………………………………………… 94



31

第2日目	プログラム　10月1日（土）　第4会場（3F	3C会議室）

ランチョンセミナー7
12：10～13：10

高齢者のうつ病 −最近のトピックス ………………………………………………………………………… 108
座長：林　　文明（西熊谷病院）
演者：馬場　　元（順天堂大学医学部附属順天堂越谷病院　メンタルクリニック／
　　　　　　　　　順天堂大学大学院医学研究科　精神・行動科学）
共催：ヴィアトリス製薬株式会社

シンポジウム6　「総合病院における精神科救急」
14：30～16：30

座長：河西　千秋（札幌医科大学附属病院　神経精神科）
　　　根本　　康（さいたま市立病院　精神科）

SY6-1 当院の休日夜間の精神科救急入院例における臨床的特徴と今後の課題  
−身体合併症を中心に− ……………………………………………………………………………… 78
新井　久稔（埼玉医科大学病院　神経精神科・心療内科）

SY6-2 総合病院精神科病棟における身体合併症治療について  
～誰が体をみるのか  院内多職種チームの活用～ …………………………………………………… 79
野本　宗孝（公立大学法人横浜市立大学附属市民総合医療センター　精神医療センター）

SY6-3 奈良県立医科大学附属病院精神医療センターにおける精神科救急 ……………………………… 80
盛本　　翼（奈良県立医科大学　精神医学講座）

SY6-4 救急告示病院における有床精神存廃の危機と、地域精神医療の機能分化促進の功罪 ………… 81
橋本　　聡（国立病院機構熊本医療センター　精神科）

災害支援報告会
16：40～17：30

座長：深見　悟郎（千葉県精神科医療センター）

1 心の架け橋いわてからの報告 ………………………………………………………………………… 96
鈴木　　満（認定 NPO 法人心の架け橋いわて）

2 新型コロナウイルス感染症のクラスター対応に関するDPAT活動 ……………………………… 97
五明佐也香（DPAT 事務局／獨協医科大学埼玉医療センター救急医療科）
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第2日目	プログラム　10月1日（土）　第5会場（7F	7A会議室）

INARSコース
12：20～16：40

心停止回避コースとは： 
INARS（アイナース，Immediate Nursing Assessment Recognition Stabilization） ……………… 100
大森　教成（伊勢赤十字病院　救急部）
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第2日目	プログラム　10月1日（土）　ポスター会場1（B2F	第1展示室）

ポスターセッション7　「精神科看護」
13：20～14：20

座長：松岡　孝裕（埼玉医科大学　神経精神科・心療内科）

P7-1 非鎮静系抗精神病薬に関する当院看護師の意識調査について  
～精神科医師によるレクチャーとVSS体験の有用性もふまえて～ ……………………………… 162
福家　章太（医療法人社団圭泉会旭川圭泉会病院）

P7-2 精神科救急病院における外国人患者への看護  
～チームナーシングで構築した信頼関係の変化～ ………………………………………………… 163
甲田　睦実（医療法人せのがわ瀬野川病院）

P7-3 精神科救急病棟における身体拘束を経験した患者の心情  
−インタビューを通して今後の介入を検討する− ………………………………………………… 164
櫻井　一春（吉祥寺病院）

P7-4 精神科救急病棟における持ち込み物品に対する認識調査 ………………………………………… 165
小椋　典子（埼玉医科大学病院　看護部）

P7-5 体重減少した行動制限中の認知症患者のリハビリテーション  
−リハビリ栄養と多職種連携の在り方を検証する− ……………………………………………… 166
和泉　朋美（医療法人社団五風会さっぽろ香雪病院）

P7-6 本人よりも家族との関係構築が困難な、児童思春期患者との関わり方の工夫 ………………… 167
城戸　　修（のぞえの丘病院）

P7-7 精神科救急病棟における心理教育の早期介入を試みて …………………………………………… 168
山崎　マキ（大阪府立病院機構大阪精神医療センター）

P7-8 コロナ禍に伴い臨地実習経験が困難となった新卒看護師に対するモデリング学習に基づいた 
研修から見えた課題 …………………………………………………………………………………… 169
小松　孝道（地方独立行政法人静岡県立病院機構静岡県立こころの医療センター）

座長：渡邊　宏治（大宮厚生病院）

P7-9 書き綴ったノートに着目して関わり続けた患者の変化 …………………………………………… 170
深谷　佳弘（医療法人静心会桶狭間病院藤田こころケアセンター）

P7-10 重症の不潔恐怖を呈する思春期患者への看護 ～ハグを利用した関わりによる変化～ ………… 171
吉竹　佑騎（医療法人コミュノテ風と虹　のぞえ総合心療病院）

P7-11 精神科救急病棟から認知症治療病棟につなぐ認知症看護  
～認知症ケアの実践が身体的拘束と在院日数の減少につながる～ ……………………………… 172
鶴屋　邦江（医療法人実風会新生病院）

P7-12 措置診察者の診察に同席した看護師が診察から措置入院に至る過程で行う家族支援 ………… 173
加藤　智哉（横浜市立大学医学部　看護学科）
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P7-13 精神科救急急性期病棟で強度行動障害を有する方を受け入れる困難と課題  
～看護師の視点から～ ………………………………………………………………………………… 174
古田　哲也（地方独立行政法人岡山精神科医療センター）

P7-14 “看護師が医師へLAI治療を提案すること”に対する看護師の心理的抵抗に関する研究 ……… 175
野崎奈々美（特定医療法人佐藤会弓削病院）

P7-15 精神科救急病棟における看護師に対する暴力行為の実態と臨床判断 …………………………… 176
小野　哲也（公益財団法人西熊谷病院　1A 病棟）
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第2日目	プログラム　10月1日（土）　ポスター会場2（B2F	第2展示室）

ポスターセッション8　「災害支援・新型コロナ感染症関連」
13：20～14：20

座長：関口　隆一（一般社団法人楓会新狭山かえでクリニック）

P8-1 新型コロナウイルスクラスター感染の精神科病棟で看護ケアを行う看護師の困難 …………… 177
田内　　洋（医療法人尚生会湊川病院）

P8-2 COVID-19クラスター発生時におけるプール式PCR検査の有用性 ……………………………… 178
澤　　　滋（社会医療法人北斗会さわ病院）

P8-3 精神科救急病棟における新型コロナウィルス感染症への取り組み ……………………………… 179
涌波　　慧（のぞえ総合心療病院）

P8-4 災害派遣精神医療チーム（DPAT）の活動開始・終了基準の検討 ………………………………… 180
太刀川弘和（筑波大学医学医療系　災害・地域精神医学）

P8-5 GISを用いた富山県の精神科病床を有する病院における河川氾濫時の浸水リスクの検討 …… 181
遠田　大輔（富山県立大学看護学部）

P8-6 ダイヤモンドプリンセス号で支援活動を行った救援者のメンタルヘルス ……………………… 182
高橋　　晶（筑波大学医学医療系　災害・地域精神医学／茨城県立こころの医療センター）

P8-7 民間病院精神科単科病院におけるCOVID-19患者の受け入れの実際と 
職種別COVID-19対応者の不眠および心理指標について ………………………………………… 183
大塚　明子（医療法人秀峰会北辰病院）

P8-8 精神症状を有するCOVID-19患者を、精神科病床で入院治療している経験から  
−現状と課題− ………………………………………………………………………………………… 184
渡邊　貴文（公益財団法人西熊谷病院）
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第2日目	プログラム　10月1日（土）　ポスター会場3（B2F	第3展示室）

ポスターセッション9　「退院支援・地域支援・家族支援」
13：20～14：20

座長：来住　由樹（地方独立行政法人岡山県精神科医療センター）

P9-1 豊中市における精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に向けた取り組み  
～多職種チームによる訪問支援事業（第一報）～ …………………………………………………… 185
宇野由紀子（豊中市保健所）

P9-2 地域定着を目指した訪問看護の導入 −スタッフ意識改革への取り組み− ……………………… 186
野中　英雄（桶狭間病院藤田こころケアセンター）

P9-3 家族支援の充実に向けた面会時対応の課題 −家族アンケートから思いを明らかにして− …… 187
原島　健太（埼玉医科大学病院　看護部）

P9-4 豊中市における精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に向けた取り組み  
～多職種チームによる訪問支援事業（第二報）～ …………………………………………………… 188
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